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改訂版改訂版

いかに効率よく、確実で審美的なコンポジットレジン修復を行うか――。その実現には、テクニックだけでなく、コンポ
ジットレジンや接着材料に関する深い知識と、適切な器具選びが必須である。
従来の研究・経験と、新しい視点・発想が融合した本書から、日常臨床におけるコンポジットレジン修復をステップ
アップさせるヒントが、必ずみつかることだろう。

201０年１月に発刊され、コンポジットレジン修復のバイブル的な位置づけで好評を博した本書。
５年の歳月が経った今もその位置づけに変わりはない。
日進月歩するコンポジットレジン修復の新マテリアルや新テクニックなどが
新たに加筆された改訂版。

■コンポジットレジン修復のノウハウを、日常臨床でよく出会う窩洞（Class）別に解説。
■「被着体」であるエナメル質・象牙質と「接着」の関係を臨床的に理解できる。
■コンポジットレジンの特性を理解して、より確実かつ審美的な修復ができるようになる。
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